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校
風
、
校
歌
・
応
援
歌

　

中
央
大
学
の
校
風
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
質
実
剛
健
」
が
文
献
に

登
場
す
る
の
は
、一
九
一
四（
大
正
三
）年
八
月
三
十
日
発
行
の『
法

学
新
報
』
第
二
十
四
巻
第
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
奥
田
義
人
学
長
の

「
質
実
剛
健
の
校
風
」
と
い
う
記
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
第
二
九

回
卒
業
証
書
授
与
式
に
お
け
る
奥
田
学
長
の
訓
辞
を
載
せ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
趣
旨
は
、「
堅
実
に
し
て
人
格
の
高
い
人
を
養
成

す
る
と
云
ふ
の
か
大
体
の
主
義
方
針
で
あ
つ
て
、
啻た
だ

に
専
門
の
学

術
の
み
を
授
け
て
職
人
的
の
人
を
出
す
の
か
目
的
で
は
な
い
」
と

い
う
創
立
以
来
の
教
育
方
針
を
強
調
し
、
大
学
発
展
の
基
礎
に
位

置
づ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
奥
田
学
長
の
訓
辞
中
に
は
、「
質
実
剛
健
」

と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
実
は
、こ
の
訓
辞
に「
質

実
剛
健
の
校
風
」
と
い
う
表
題
を
つ
け
た
の
は
、
当
時
『
法
学
新

報
』記
者
を
務
め
て
い
た
天
野
徳
也
で
あ
っ
た
。天
野
は
、〇
七（
明

治
四
〇
）
年
に
本
学
の
大
学
部
英
法
科
を
卒
業
し
た
学
員
で
、
の

ち
に
中
央
大
学
教
授
・
大
学
幹
事
な
ど
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る

が
、
彼
の
命
名
を
契
機
と
し
て
、「
質
実
剛
健
」
と
い
う
言
葉
が

校
風
へ
と
押
し
上
げ
ら
れ
て
い
く
。
翌
一
五
年
の
卒
業
式
で
は
、

法
律
科
卒
業
生
総
代
石
井
清
が
「
諸
先
生
ノ
恩
恵
ニ
浴
シ
質
実
剛

健
ナ
ル
校
風
ノ
薫
陶
ヲ
受
ケ
以
テ
今
日
ア
ル
ヲ
致
セ
リ
」
と
答
辞

を
述
べ
、
さ
ら
に
、
二
一
年
春
に
制
定
さ
れ
た
中
央
大
学
第
一
校

歌
「
五
千
の
学
徒
」
の
歌
詞
三
番
の
冒
頭
に
は
「
質
実
剛
健
こ
れ

吾
校
風
」
と
う
た
わ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

後
年
、
天
野
は
創
立
五
十
周
年
記
念
に
際
し
て
「
三
十
年
を
顧

み
て
」
と
い
う
一
文
を
寄
せ
、「
質
実
剛
健
」
と
い
う
言
葉
が
盛

ん
に
使
用
さ
れ
だ
し
た
の
は
「
明
治
四
十
四
年
の
創
立
二
十
五
周

年
記
念
会
の
頃
か
ら
で
あ
る
」
と
述
懐
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み

て
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
校
風
を
「
質
実
剛
健
」

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
に
「
質
実
剛
健
」
の
校
風
が
登
場
す
る

背
景
に
は
、
大
学
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
が
大
き
く
影
響
し
て
い

た
。
政
府
は
、
日
露
戦
後
経
営
の
一
環
と
し
て
〇
八
年
十
月
「
戊ぼ

1 2 2

「
質
実
剛
健
」
の
校
風

申し
ん

詔し
ょ
う

書し
ょ

」
を
渙か
ん

発ぱ
つ

し
、「
忠
実
業
ニ
服
シ
勤
倹
産
ヲ
治
メ
惟こ

レ
信

惟
レ
義
醇
厚
俗
ヲ
成
シ
華
ヲ
去
リ
実
ニ
就
キ
荒
怠
相
誡
メ
自じ

彊
き
ょ
う

息や
す

マ
サ
ル
ヘ
シ
」
と
の
国
民
の
心

構
え
を
示
し
た
。
さ
ら
に
詔
書
の

趣
旨
を
徹
底
す
る
た
め
、内
務
省
・

文
部
省
の
指
導
に
よ
る
地
方
改
良

運
動
を
展
開
し
、
全
国
民
の
「
思

想
善
導
」
を
進
め
た
。

　

こ
の
動
向
は
、
大
正
期
に
お
け

る
労
働
運
動
・
社
会
主
義
思
想
の

高
揚
に
対
応
し
て
激
し
さ
を
増

し
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
人
心
の

動
揺
・
社
会
不
安
を
直
接
の
契
機

と
し
て
、
二
三
年
十
一
月
の
「
国

民
精
神
作
興
の
詔
書
」
発
布
へ
と

継
承
さ
れ
る
。
こ
の
詔
書
は
、「
国

家
興
隆
ノ
本
ハ
国
民
精
神
ノ
剛
健

ニ
在
リ
」
と
し
た
上
で
、
日
本
国

民
は
「
浮
華
放
縦
ヲ
斥し
り
ぞケ
テ
質
実

剛
健
ニ
趨お
も
むキ
」
上
下
協
力
し
て
国

家
興
隆
を
図
る
べ
き
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
、
翌
日
、
政
府
か
ら

告こ
く

諭ゆ

も
発
布
さ
れ
、
伝
統
的
な
日
本
精
神
や
国
民
道
徳
を
強
調
す

る
国
民
教
化
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
に
対
応
し
て
、
旧
制
高
等
学

校
を
は
じ
め
と
す
る
諸
学
校
で
は
、
教
化
運
動
の
徳
目
の
一
つ
で

あ
る
「
質
実
剛
健
」
を
校
風
と
し
て
掲
げ
る
風
潮
が
一
般
化
し
、

本
学
に
お
け
る
「
質
実
剛
健
」
の
校
風
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
社

会
情
勢
と
軌
を
一
に
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
本
学
が
「
質
実
剛
健
」
の
校
風
を
強
調
し
た
背
景
と
し

て
は
、
も
う
一
つ
の
理
由
も
推
定
さ
れ
る
。
〇
三
年
の
東
京
法
学

院
大
学
へ
の
改
称
以
来
、
大
学
令
に
準
拠
し
た
大
学
へ
の
昇
格
を

望
ん
で
い
た
本
学
は
、
こ
の
時
期
多
く
の
私
立
専
門
学
校
と
と
も

に
昇
格
運
動
を
展
開
中
で
あ
り
、
教
化
運
動
の
徳
目
を
校
風
と
し

て
強
調
す
る
こ
と
で
運
動
を
有
利
に
導
こ
う
と
し
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
学
が
大
学
令
に
準
拠
し
た
大
学
と
し
て

認
可
さ
れ
る
の
は
、
天
野
が
学
長
訓
辞
を
「
質
実
剛
健
の
校
風
」

と
命
名
し
た
六
年
後
の
、
二
〇
年
四
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
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